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タ
イ
ト
ル
が
示
す
と
お
り
、
本
書
は
王
権
の
神

秘
性
あ
る
い
は
君
主
の
聖
性
と
雷
説
が
取
り
結
ぶ

関
係
を
解
き
明
か
そ
う
と
し
た
論
集
で
あ
る
。
時

代
的
に
は
、
中
世
か
ら
現
代
ま
で
を
幅
広
く
カ

バ
t
し
て
い
る
。
し
か
し
、
編
者
が
序
文
で
記
す

よ
う
に
、
死
海
と
権
力
を
め
ぐ
る
文
化
史
研
究
に

対
す
る
反
省
を
ふ
ま
え
、
中
世
的
な
王
権
の
神
秘

化
か
ら
近
現
代
的
な
王
権
の
脱
神
秘
化
へ
と
直
線

的
に
歴
史
が
展
開
す
る
と
の
通
俗
的
な
図
式
は
、

こ
こ
で
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、

邸
刷
術
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
よ
り
引
き

起
こ
さ
れ
る
条
俳
の
梢
違
に
よ
っ
て
時
代
の
刻
印

を
喜
び
つ
つ
も
、
言
説
に
よ
る
神
秘
化
と
脱
神
秘

化
の
過
程
は
表
裏
一
体
の
関
係
で
王
権
の
性
格
を

通
時
的
に
規
定
し
続
け
て
き
た
と
の
見
方
が
提
示

さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
類
書
に
は
な
い
本
書
の
新

し
さ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
序
文
に
続
く
構
成
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
中
世
を
対
象
と
し
た
第
一
部
窯
o
p
費
。
芽
げ

ζ
Φ
象
Φ
＜
巴
ζ
o
麟
。
一
〇
σ
Q
雛
臼
叩
は
、
以
下
の
四
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か

ら
な
る
。
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℃
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団
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郎
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ω
①
ω

餌
憂
目
℃
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鎚
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口
O
①
ω
O
｛
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O
団
鎮
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日
℃
○
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①
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酔
げ
Φ

○
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〇
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獣
Φ
竃
一
伍
縣
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Φ
〉
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G
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、
、
．

　
近
撞
を
扱
っ
た
第
二
部
冨
。
博
費
。
ξ
ゆ
注
践
①

国
ヨ
興
α
q
Φ
琴
①
o
胎
聾
Φ
℃
償
甑
8
ω
冨
。
お
は
、
次

の
四
篇
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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＾
、
の
鋤
・

O
『
鋤
罰
N
簿
凱
O
賢
　
　
鋤
　
縣
　
　
O
①
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最
後
の
第
三
部
勺
○
℃
巳
舞
ζ
Q
鐸
窪
。
ン
団
貯
跨
Φ

》
σ
q
①
○
｛
ζ
霧
ω
竃
①
鎌
鋤
は
、
近
現
代
に
か
か
わ

る
次
の
五
編
の
論
文
か
ら
な
っ
て
い
る
。
鼠
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①
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①
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ω
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鋤
馬
込
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〇
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O
峯
回
逡
O
）
．
、
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こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
時
代
ご
と
の
セ
ク
シ
ョ

ン
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
王
を

め
ぐ
る
雷
説
や
イ
メ
ー
ジ
が
流
布
す
る
社
会
的
条

件
の
相
違
に
対
応
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
区

分
は
重
要
で
あ
り
、
読
者
は
こ
れ
ら
を
最
初
か
ら

セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
通
読
す
る
こ
と
で
、
メ
デ
ィ

ア
の
変
容
が
欝
説
の
働
き
に
及
ぼ
す
影
響
を
知
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
あ
え
て

時
代
ご
と
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
横
断
し
、
方
法
論
的

に
共
通
す
る
論
考
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

つ
つ
紹
介
す
る
こ
と
で
、
本
書
の
特
徴
と
急
冷
さ

を
少
し
で
も
具
体
的
に
お
伝
え
す
る
よ
う
試
み
た

い
。
ま
ず
、
第
～
部
の
∪
㊦
覧
。
斜
Φ
の
論
考
は
、

暗
殺
さ
れ
た
霜
主
を
聖
人
化
す
る
二
つ
の
記
録
を

取
り
上
げ
、
パ
フ
チ
ン
の
雷
説
理
論
を
駆
使
し
つ

つ
聖
人
伝
ジ
ャ
ン
ル
と
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が

切
り
結
ぶ
関
係
や
、
ジ
ャ
ン
ル
の
逸
脱
か
ら
そ
の

記
録
が
帯
び
る
に
至
る
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
性
質

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
部
の
○
同
卑

夢
旨
の
議
論
は
、
ル
イ
一
五
世
治
下
の
不
敬
小

説
と
も
い
う
べ
き
四
篇
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
個

人
の
性
格
を
描
き
繊
す
小
説
ジ
ャ
ン
ル
の
発
展
と

そ
の
霜
主
へ
の
適
用
が
、
王
権
の
脱
神
秘
化
に
繋

が
っ
た
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
支
配
者
の

聖
慮
や
神
秘
性
が
、
ジ
ャ
ン
ル
の
法
則
に
従
っ
た

王
権
の
言
説
化
と
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
の
緊

張
関
係
の
な
か
で
生
み
出
さ
れ
、
あ
る
い
は
突
き

崩
さ
れ
て
い
く
様
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
っ
た
手

法
は
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
論
文
の

特
色
で
あ
る
。
申
世
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
偽
看

・
王
事
件
の
背
後
に
借
豊
漁
を
支
持
す
る
貴
族
集
団

の
姿
を
読
み
取
り
、
極
端
な
形
で
君
主
家
系
に
突

き
つ
け
ら
れ
た
罵
主
の
理
想
像
の
あ
り
方
と
こ
れ

を
可
能
に
す
る
中
世
裏
書
説
構
造
の
存
在
を
探
る

い
①
o
巷
讐
Φ
、
テ
ユ
…
ダ
…
朝
期
か
ら
名
誉
革
命

期
に
釜
る
ま
で
王
権
が
悪
化
と
竃
神
秘
書
と
い
う

対
立
す
る
性
格
の
運
動
を
弁
謳
法
的
に
乗
り
越
え

よ
う
と
し
た
試
み
を
扱
う
ω
訂
巷
Φ
、
民
衆
や
宮

廷
人
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
愚
考
の
王
に
代
表
さ
れ

る
儀
礼
的
実
践
が
、
鴛
主
や
王
権
の
イ
メ
ー
ジ
を

喚
起
・
形
成
し
、
風
刺
や
議
論
を
誘
発
す
る
象
徴

的
な
機
能
を
帯
び
た
と
す
る
冒
o
O
ぴ
ω
。
彼
ら
の

議
論
も
、
言
説
と
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
せ
め

ぎ
合
い
に
着
虚
し
、
そ
の
な
か
で
正
負
の
王
の
肖

像
が
と
き
に
反
転
し
つ
つ
、
も
つ
れ
あ
い
な
が
ら

君
主
制
の
歴
史
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
映
し
出
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
言
説
が
中
心
を
貫
く
テ
ー
マ
で
あ
る

と
は
い
え
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
論

考
で
は
カ
ン
ト
ロ
ヴ
イ
ッ
チ
学
派
や
キ
ャ
ナ
ダ
イ

ン
に
よ
る
歴
史
的
考
察
、
そ
し
て
人
類
学
的
成
果

に
導
か
れ
て
き
た
王
権
を
め
ぐ
る
儀
礼
研
究
と
の

接
続
も
う
ま
く
試
み
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

第
～
部
の
い
Φ
。
唇
鷲
Φ
6
①
。
。
書
蝕
ゆ
の
議
論
は
、

一
五
世
紀
の
英
仏
鴬
主
だ
ち
の
発
言
が
、
外
交
儀

礼
か
ら
内
政
審
議
に
盛
る
様
々
な
敬
治
的
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
外
交
的
し
き
た
り
や
君

主
鑑
的
な
政
治
モ
ラ
ル
、
政
治
の
実
務
的
有
効
性

に
規
定
さ
れ
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
狭
間
で
と
り
え
た

揺
れ
幅
を
見
定
め
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
儀
礼
の
場
に
お
け
る
発
霧
の
形
式
か
ら

内
容
ま
で
を
捉
え
、
あ
る
い
は
王
の
儀
礼
と
こ
れ

に
よ
り
喚
起
さ
れ
る
世
論
の
様
態
を
掘
窪
し
よ
う

と
す
る
研
究
は
、
と
り
わ
け
第
三
部
に
多
く
見
ら

れ
る
。
一
九
世
紀
の
英
仏
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博

覧
会
へ
の
王
（
あ
る
い
は
皇
帝
）
の
参
列
や
そ
の

演
出
、
さ
ら
に
こ
れ
を
描
い
た
印
刷
物
と
ネ
イ
シ

ョ
ン
の
創
出
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
た
O
お
く
2

の
議
論
、
こ
れ
と
問
題
点
を
共
有
す
る
が
ゆ
え
に

併
せ
て
読
ま
れ
る
べ
き
「
演
劇
君
主
制
」
を
扱
っ

た
く
碧
○
。
。
鼠
と
キ
ャ
ナ
ダ
イ
ン
批
判
を
行
う
竃

く
Φ
凱
Φ
の
論
考
、
そ
し
て
王
国
独
立
以
降
、
第
一

次
大
戦
ま
で
ベ
ル
ギ
…
で
見
ら
れ
た
王
の
議
会
開
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会
演
説
と
こ
れ
に
伴
う
儀
礼
を
素
材
に
、
政
治
的

実
権
を
も
ち
え
な
い
王
の
演
説
が
も
つ
政
治
性
を

明
ら
か
に
し
た
U
Φ
器
。
工
費
Φ
の
考
察
な
ど
が
そ

れ
で
あ
る
。

　
編
者
の
雷
葉
を
採
用
す
る
な
ら
、
書
癖
と
社
会

慣
行
の
絡
ま
り
を
対
象
と
し
社
会
的
な
る
も
の
の

復
権
を
う
た
う
「
歴
史
主
義
的
転
回
」
露
ω
8
亭

。
鉱
8
ヨ
以
後
の
時
代
に
あ
っ
て
、
本
書
は
王
権

と
い
う
書
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
を
料
理
す
る
た
め

の
選
り
す
ぐ
り
の
レ
シ
ピ
集
と
い
っ
た
趣
も
有
し

て
い
る
。
王
権
に
関
心
を
も
つ
様
々
な
地
域
・
時

代
の
専
門
家
に
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

　
（
8
①
薯
．
る
O
O
①
》
霧
聾
詠
ヨ
¢
巳
奉
邑
蔓
牢
①
ω
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
（
胃
谷
秀
紀
　
溝
泉
女
子
大
学
導
任
講
演
）

受
　
贈
　
誌

（
二
〇
〇
九
年
㎜
四
n
月
｝
山
ハ
円
［
一

二
〇
〇
九
年
四
月
二
七
日
）

由
口
大
嘗
文
學
會
志
（
山
口
大
学
文
学
会
）
五
九

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
山
稲
藁
1
㎜
悶

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
三
四

神
戸
薬
科
大
学
研
究
論
集
ピ
笹
類
（
神
戸
薬
科
大

　
学
教
養
課
程
共
岡
研
究
室
）
九

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
旧
構
撒
物
館
）
　
一
㎜
四
⊥
ハ

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
劇

　
俗
博
物
館
）
一
四
五

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
皆
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
四
七

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
四
九

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
　
四
八

オ
リ
エ
ン
ト
（
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
）
五
～
1

　
二
東
方
學
報
（
京
都
大
念
入
文
科
学
研
究
所
）
八
三

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）
三
九
七

栃
木
史
学
（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
史
学

　
会
）
一
一
三

仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会
報
告

　
書
研
究
発
表
と
座
談
会
（
代
表
酋
上

　
実
）
三
六

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
硬
鱗

　
科
）
五
六
…
四

壁
皐
経
済
大
挙
論
集
（
妓
阜
経
済
大
学
学
会
）
四

　
二
…
三

栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
（
栃
木
県
立
文
書

　
館
）
＝
瓢

栃
木
県
立
文
書
館
だ
よ
り
（
栃
木
県
立
文
書
館
）

　
四
五

哲
學
研
究
（
京
都
哲
學
會
）
五
八
七

正
倉
院
紀
要
（
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
ご
三

松
本
市
史
研
究
（
松
本
市
）
一
九

帝
京
史
学
（
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
）
二
四

中
央
研
究
院
　
歴
史
語
書
研
究
所
集
刊
（
中
央
研

　
究
院
歴
史
語
欝
研
究
所
）
八
O
I
一

大
東
文
化
大
学
漢
学
會
誌
（
大
東
文
化
大
挙
漢
学

　
会
）
四
八

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
五
〇

東
ア
ジ
ア
研
究
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研

　
究
所
）
五
｝
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